
思う/どちらかと

言えば思う。

237件（52%）

変わらない。

175件 （39%）

思わない/どちらかと

言えば思わない。

37件（8%）

未回答 5件（1%）

全体
454件思う/どちらかと

言えば思う。

107件（76%）

変わらない。

26件 （18%）

思わない/どちらかと

言えば思わない。

8件（6%）

新水前寺
141件

・最混雑区間（新水前寺駅前電停～味噌天神前）の乗車率が、１５％改善
（１１３％⇒９８％）し、全ての区間で１００％以下へ低下。

・朝ラッシュ時の新水前寺駅前電停で、次の電車を待つ利用者が、
１便平均 約８人⇒約３人へ改善（▲５人：▲６０％）

・ＪＲ到着直後の便においては、
１便平均 約１１人⇒約１人へ改善（▲１０人：▲９０％）

区 間 運行本数 乗車率

(最混雑区間)
新水前寺駅前電停～味噌天神前電停 19本 ⇒ 22本 113％ ⇒ 98％（▲15％）

河原町電停～慶徳校前電停 9本 ⇒ 10本 105％ ⇒ 95％（▲10％）

【朝ラッシュ時（7:30～8:29）における区間別運行本数及び乗車率の変化】

【調査日】令和３年１２月６日(月)～１０日(水)
【対象者】平日７時半～９時の市電利用者
【回答数】４５４件

・朝ラッシュ時に新水前寺駅前電停を利用して
いる人の約８割が市電を利用しやすくな
ったと回答

【問：市電は利用しやすくなったと思いますか。】 ①運行面
・運行間隔が短く 後続車の遅延が発生
⇒ダイヤを見直し対応

②ダイヤ（便数）
・折返し便の利用者が少ない時刻が判明
⇒便数を見直し対応

③乗務員確保面
・運行時間が伸びたため、時間外が増加
⇒Ｒ４.４月に運転士を３名増員し対応

実施前（8時頃） 実施後（8時頃）

・全体でも約５割が市電を利用しやすくな
ったと回答


